
第三章 

ギリシア語逐語訳研究（第一部） 

 ２３７回に上るクリスチャン・ギリシア語聖書のエホバの記述を試みるはずのテ
トラグラマトンの論議にたどり着いた。新世界訳クリスチャン聖書の翻訳事業は、
１９４７年１２月に開始され、１９４９年９月に完了した。当然、テトラグラマト
ンを支持している脚注は、今や、４５年以上経過している。塔協会が公表した原本
の情報と歴史的な情報の現状の理解に照らして、第三章、第四章では、それらの注
記を再検討しよう。 

 以下の二つの章は、読者に『王国行間逐語訳』で用いられた脚注の仕方の簡単な
説明もしよう（驚くべきことに、研究のために役に立つ逐語訳を使う多くの証人に
とっては、脚注はよく理解されていない） 

『王国行間逐語訳』と脚注 

 ギリシア語聖書の『王国行間逐語訳』は、２３７回に上る新世界訳クリスチャ
ン・ギリシア語聖書でのエホバの名の出現に関する膨大な量の情報を含んでいる。
以下の二つの章の情報の大半は、１９６９年の版による。その版は、包括的である
からだ。１９８５年の版は、初版にはなかったヘブライ語版の引用を追加してい
る。 

 『王国行間逐語訳』で使われた脚注の仕方は、総合的で使いやすい。その有用性
を高めるために、簡単な説明がいる。『王国行間逐語訳』は三つの完全なクリスチ
ャン聖書の文章を含んでいる。主要な節は、元々のギリシア語文の忠実な再現と字
句ごとの英語の逐語訳を含んでいる。右欄には平行する新世界訳がある。 

 新世界訳に神の名が出現するたびに、付加されたアスタリスク（Jehovah*など）
はその聖句の脚注を識別している。それぞれの脚注では、読者はテトラグラマトン
を含むヘブライ語訳からなる第一の引用群と、kyrios（Lord）を用いている本来の
ギリシア語写本を識別する第二の引用群を目にする。 

１．原文上の情報の第一群は、その聖句でテトラグラマトンを用いるヘブライ語訳
の例で構成される。Yohdh,He',Waw,He'が出現すると英訳Jehovahで置き換えられ
る。ヘブライ語訳はJ27まで続くJ1，J2,J3など識別される。これらの文字と肩書き
の印は、J参照として知られる。それらは、新世界訳におけるJehovahの名を支持し
ているからだ。 

２．原文上の情報源の第二群は、ギリシア語kyrios（時にはtheos）で置き換えて
いる初期のギリシア語写本、アルメニア語、シリア語、ラテン語の訳から構成され
る。ギリシア語写本は、各々、個別に割り当てられた印、
Aleph,A,B,C,D5L,P45,P46,P47,P66,P74,P75で識別できる。ラテン語版は、
Arm.It,Sy,SyP,Syc,Syh,Syhi,Syp,Sys,Vg,Vgc,Vgsで識別される。これらの写本
は、『王国行間逐語訳』のギリシア語と英語の部分を支持するLord（kyriosから）
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のことばを裏づける（それぞれの注記している印を識別するには、付録Ａを参照し
なさい）。 

 『王国行間逐語訳』の役に立つ前書きの節には、脚注の参照が簡単な記述と出版
の日付を付けて一覧になっている。たとえば、上記の第一群のJ7（もっとも頻繁に
引用される文献）は、「ヘブライ語のギリシア語聖書」としてリストに上ってい
る。１５９９年、ニュールンベルクのエイアス・フッターが出版したギリシア語聖
書原本のヘブライ語による翻訳（版）である。新世界訳にある参照J7は、その聖句
でエホバの名を選んだのは、１５９９年のヘブライ語の翻訳の中で「神」の名を用
いていることによると教えている。 

 同じエホバに関する脚注は、『王国行間逐語訳』にあるウェストコットとホート
の選択を支持する第二群に区分されたギシリシア語写本をも一覧の中に入れてい
る。たいていの場合、もっとも良く保存された写本からの選択は、ギリシア語
kyrios（κυριοσ））によるのであって、それはLordと訳される。たとえば、もし
脚注がギリシア語写本の物証として"B"を一覧に上げるなら、四世紀のギリシア語
写本、VaticanMS.1207 と呼ばれるギリシア語聖書写本を参照している（『王国行
間逐語訳』に用いられるギリシア語を支持しているこの物証は、kyriosが四世紀初
めに用いられていたことが分かる）。 

 たいていの場合は、"J"の参照も、kyriosの参照も、多岐にわたるヘブライ語写
本あるいは、ギリシア語写本を引用するだろう。 

『王国行間逐語訳』の公式 

 逐語訳聖書の公式に慣れていない読者もいることであろう。次の章でマタイ1:24
を参照するだろうが、読者がギリシア語文、対応するギリシア語の下の英語の逐語
訳、右欄にある新世界訳訳文の三つの文から構成されている実際の書式の複製を知
ることは役に立つだろう。すべての聖句の脚注は、頁の下の欄にまとめられてい
る。図１は、『王国行間逐語訳』に現れる聖句としてマタイ1:22-24を示している
（訳者注：表示が困難なため、実際の『王国行間逐語訳』を参照しなさい）。 

研究とその見出し 

 前に進む前に、次の頁に示した研究の例を注意をして見なさい。２３７回に上る
エホバの参照は、各々が横に並んでいるのがわかるだろう。一行の中には、その聖
句にあてはまる多様な情報の区分（個々の欄の見出しで表わされている）が見つか
るだろう。六つの見出し（参照する聖句を含む）は、直接、『王国行間逐語訳』に
由来している。残りの四つの欄は、ヘブライ語聖書の引用から引き出されている。

 研究には十の見出しがある。私たちは、もっと深く情報に注目する前に、３３頁
に示した分類のそれぞれの意味を簡単に説明しよう（完成した研究は付録Ｂに上げ
ている） 

（１）ギリシア語聖書の参照 
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 この欄は、新世界訳でエホバの名を用いる２３７回の参照を表示している。『参
考資料付 新世界訳聖書』の付録１ニのように、多数の情報源が一覧として上げら
れている（付録Ａも見なさい）。 

（２）『王国行間逐語訳』で用いられたギリシア語 

 この欄は、『王国行間逐語訳』で用いられるギリシア語を正しく再現している。
いくつか例外があるが、それは普通、kyriosの形である。ことばの語尾は、主体か
客体かのいづれで使用されるか、前置詞として用いられるか、所有格として用いら
れるかにより、対応する文法上の働きに一致するはずだから、語のつづりは、いつ
も違っている。ギリシア語kyriosの完全な説明は、付録Ｃを見なさい。 

（３）『王国行間逐語訳』の中の英語 

 この欄は、『王国行間逐語訳』のギリシア語部分でkyriosと訳すために使われる
英語を一覧にしている。 

（４）LORD（またはGod）を支持している最古の写本の日付 

 この欄は、kyriosを用いる最古のギリシア語写本の脚注の日付を一覧にしてい
る。たいていの場合、複数の写本が引用されている。日付は、ふつう、『王国行間
逐語訳』の脚注の中の世紀によって区別される。比較のために、世紀の日付は年の
日付に置き換えられる（四世紀は３０１年から４００年と一覧に上げている）。最
古の日付を表わす写本からの引用だけが示されるだろう。すべての日付は西暦で表
わす。 

（５）エホバを支持している最古の版の日付 

 この欄は、テトラグラマトンを使用している既知のヘブライ語訳の最も古いもの
の日付を記している。多くの場合、複数の参照は、実際の脚注に引用される。ここ
でも最も古い日付だけが記されるだろう（上記４の区別では『王国行間逐語訳』で
引用されている証拠は、常にギリシア語写本である。テトラグラマトンのために引
用される証拠の場合には、『王国行間逐語訳』は、常にヘブライ語訳（版）を引用
する。ここでもすべての日付は西暦で表す。 

（６）新世界訳で用いられる名 

 この欄は、新世界訳で用いられる名を一覧にしている。それは２３７回にわたる
神の名の編集であるから、すべてエホバになるだろう。神の名は、この論点に含ま
れるのだから、研究の中でほかの情報とともに十分な比較ができる。 

（７）神の名を用いているヘブライ語聖書の引用 

 あるときには、クリスチャン・ギリシア語聖書の書記者は、神の名が聖句自体の
一部となるヘブライ語聖書を引用した。神の名が引用された特定のヘブライ語聖書

Page 3 of 9無題

10/26/2003http://www.jca.apc.org/~resqjw/tetragramaton/dai3sho.htm



の一部として直接引用された場合、ヘブライ語聖書の文章は、この欄に区分され
る。ヘブライ語聖書参照のために翻訳委員会が用いた最初の情報源はモールトンと
ゲデンによる『ギリシア語聖書語句辞典』J20であった。ヘブライ語の項目はJ20に
あるとき、ヘブライ語聖書の参照は青色の書体で記した。この欄で普通の書体で表
わしたものは、ヘブライ語聖書参照が『参考資料付 新世界訳聖書』の中央の欄あ
るいは、ほかの情報源にあることを表す。 

（８）神の名に言及するヘブライ語聖書の引用 

 たいていの場合、ギリシア語聖書の書記者は神の名が聖句自体にはないが、エホ
バが引用された聖句の主題としてヘブライ語聖書の内容の中にはっきり識別できる
ヘブライ語聖書を引用する。この場合、ヘブライ語聖書の文章は、第８欄に区分さ
れる。（第７欄と第８欄の違いに注意しなさい。第７欄では、エホバの実際の名は
引用の中に出現する。第８欄では、エホバの名は引用されたヘブライ語聖書にはな
い。しかしエホバの名は聖句の内容にはっきりと含まれている）。 

（９）相互参照引用のみ 

 この研究のため、ヘブライ語聖書引用の主要な情報源は、『参考資料付 新世界
訳聖書』の中央の欄であった。従って、違いは使徒的な書記者による本物のヘブラ
イ語聖書の引用にある。神の名が出現する主題の引用、あるいは平行すると思える
引用への単なる相互参照だからだ。中央の欄の参照は、用いられた相互参照の形を
表示しない。平行すると思える引用は、内容のある引用ではあるが、上記の８個か
らなる欄は、四つの目的のために分けられる。この章の後半に見るように、ヘブラ
イ語聖書に平行した主題があるからといって霊感を受けたクリスチャン書記者がそ
うした聖句を引用したことを、表示しない。相互参照の中には、全体的に神の名と
まったく別の主題もある。ヘブライ語聖書の聖句が当てはまらない場合、Ｘで表示
している。引用がクリスチャン聖書の聖句を参照するときには、記載はない。 

（１０）ヘブライ語聖書に引用や参照が存在しない。 

 エホバの名の出現する２３７例の中にあって、霊感を受けたクリスチャン聖書書
記者がヘブライ語聖書を引用しなかった例もある。ヘブライ語聖書の情報源に欠け
ている箇所は、すべてＸを付して最後の欄に区別しよう。 

研究とその背景 

 著者による実際の研究において、クリスチャン・ギリシア語聖書全体における
Kyrios()の参照は、すべて評価された。完璧なkyriosの一覧は、『王国行間逐語
訳』J20参照から得られた。kyriosが新世界訳の中でエホバと翻訳された箇所だけ
に当てはまる欄の記載が多数あるから、全体の研究は分割されてきた。２３７回に
わたるエホバへの言及は、表にした情報の上記１０の欄を持つ付録Ｂに記載する。
ギリシア語聖書の中の７１４回のkyriosの出現は、新世界訳にある英訳がある付録
Ｃに記載する。対照するため、付録Ｃにも、エホバがtheos(God)から翻訳された例
の例外となるエホバへの言及が含まれている。 
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 各々の表現にとっての写本の日付を得ることは比較的易しい。王国逐語訳にある
エホバの箇所の脚注は、それぞれ公表した日付が知られている複数のヘブライ語訳
を識別するJ参照を常に与えてくれる。加えて脚注には普通、Loreの読み方をする
古代のギリシア語写本の参照がある。この情報から、写本の日付を探すため、『王
国行間逐語訳』の序文の「記号の説明」の節を引ける。 

 ヘブライ語聖書の参照の節を完璧にするのは、複雑ではないけれども、時間の浪
費である。まず初めにエホバのある聖句は各々、『参考資料付 新世界訳聖書』で
調べた。ヘブライ語聖書からの引用があると参照は中央の欄にある。そしてふさわ
しい区分の中に続く場所に配置されたヘブライ語聖書の箇所を読みとる。もしギリ
シア語聖書書記者がヘブライ語聖書の中にある神の名が用いられる聖句を引用した
ら、参照は、「神の名を使っているヘブライ語聖書引用」と題する欄に注記され
る。青色の書体で書かれた参照に特別な注意が払われるだろう。青色の書体は、ヘ
ブライ語聖書の引用の中にあるテトラグラマトンを示すJ20からの引用を表わす。
これらの引用はYohdh,He',Waw,He'を含んでいる引用の源のもっとも明白な証拠を
表わす。そして常にほかの相互参照引用にまさる順位となる。 

 たいていの場合、ヘブライ語聖書の中に「エホバ」がはっきりと識別できても、
神の名はギリシア聖書書記者がヘブライ語聖書から引用した聖句の一部ではない。
こうした場合、その箇所は「神の名に言及しているヘブライ語聖書引用」の欄には
っきり識別できる。実際の神の名の引用と前後関係からの神の名への参照の区分
は、趣味と正確さのために作成された。二つの区分は、重要さの違いを表示してい
ない。ヘブライ語聖書の源が、実際の聖句自体で神の名を使わなくとも、文脈上、
神の名が理解されるとき、ギリシア語聖書書記者は、忠実にエホバへの引用をする
と考えられる。研究の概略の中では、これら二つの区分は実体が一つとして数えら
れよう。 

 「相互参照引用のみ」の見出しの欄には、もっと詳しい説明がいる。『参考資料
付 新世界訳聖書』は頁の中央の欄に完璧な、多機能の相互参照の欄がある。ふつ
う、習慣として相互参照の仕組みは、その聖句の主題によって、相互参照の種類が
多く含まれるだろう。期待されたように、「エホバ」の聖句がヘブライ語聖書から
引用されるとき、ヘブライ語聖書参照が記してある。しかし相互参照の仕組みが分
からないと混同が生じる。多くの場合、ヘブライ語聖書参照が神の名を含む主題参
照あるいは、平行する参照として上げられる。しかし引用されたヘブライ語聖書の
聖句からではない。多くの例が上げられる。マルコ５：１９では、イエスはレギオ
ンと呼ばれた者に「あなたの親族のもとに帰り、エホバがあなたにしてくださった
すべての事について知らせなさい」と伝えている。脚注ｃは、出エジプト記を引用
する。そこには「そしてモーセは、エホバがイスラエルに関してファラオとエジプ
トに行なわれたすべての事についてしゅうとに話していった」とある。これは、
「エホバがあなたにしてくださったすべての事」の聖句には有用な比較である。し
かし確かに直接的な引用としては理解されない。脚注が主題に関する平行句に過ぎ
ない場合もある。ローマ１４：６でパウロが言っている。「食べない者は、エホバ
に対して食べません」には、レビ記１１：８「あなた方は、これらのものの肉をい
っさい食べてはならず、その死体に触れてもならない」を参照する脚注ｂが付され
る。 
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 「相互参照引用のみ」の見出しを付した欄については、二つの役割がある。ギリ
シア語聖書の聖句が相互参照として上げられる場合がある。その聖句は、ヘブライ
語聖書引用の研究の範囲外であるから、区別は空白にしてある（たとえばコリント
第一１６：７を見なさい）。ヘブライ語聖書への相互参照が当てはまらないのにそ
れを正当化するため、稀には、神の名を不完全に有している場合もある。別な目的
のために相互参照は価値を持っている。‥‥‥例えばイザヤ４６：１１といっしょ
にコリント第一７：１７と詩篇１４３：１０を見なさい。 

 しかし、ギリシア語聖書の箇所がヘブライ語聖書の中に引用の源泉を持たない場
合が多い。その場合、「ヘブライ語聖書からの引用や参照なし」の欄の下に注記さ
れる。 

 最後のまとめとして、「相互参照引用のみ」と「ヘブライ語聖書からの引用や参
照なし」のふたつの欄の結果を結びつけよう。私たちが研究でこの部分へ着目する
のは、真正のヘブライ語聖書の引用の決定であるから、その計算に単なる平行する
参照を含ませる事は間違いになるだろう。事実、この二つの欄は、ギリシア語文の
中には神の名を用いているヘブライ語聖書からへの直接的な引用がないことを表わ
している。 

 引用の源泉を見定めることは、精密な科学ではないことを読者は気が付かなけれ
ばならない。特定の客観性が用いられることもあるかもしれない。参照J20が直接
数えられるかも知れない。ヘブライ語聖書へ参照している新世界訳の脚注の多く
は、明白な引用を十分、示している。しかし、ほかに引用の源泉として上げられた
聖句の選択に関する決定には、主観的なものもある。そのため、これらの区分した
欄に上げられた数字は試案として考えるべきだ。著者の意図は、確かな数字として
見なされることではない。このジレンマの最善の解決策は、２３７回にわたるエホ
バに言及する各例を読者が自分で評価することだ。その難しさにもかかわらず、そ
の調査で守るべきポリシーは、相互参照をいつでも可能な許容される引用の源泉と
して認めることであった。もし間違いがあったとしても、それを除くよりも、不正
確な相互参照を許している側にある。 

 最初に上げたマタイの記述の例については、P33を参照せよ。情報にある初めの
六つの欄は、『王国行間逐語訳』に拠っていることに注意するだろう。従って、こ
の研究で残された本来のギリシア文に関する情報とその日付は、すべて、塔が定め
た日付と原文上の情報であることを意味する。 

 驚くべき発見 

 １９５０年代初めの読者たちが新しい翻訳を初めて研究しはじめたその時期、そ
の読者たちの期待がいかほどだったか、私たちにははっきりとしない。しかし、今
日の経験からすると、クリスチャン・ギリシア聖書新世界訳でエホバの名が出現す
る２３７箇所の大多数は霊感を受けたクリスチャン書記者がヘブライ語からの引用
を挿入した箇所に由来すると、新世界訳の読者は考えている。しかし、それは実情
とは違う。付録Ｂで見たように、新世界訳はヘブライ語聖書から引用される源泉を
持たない箇所でも、１２５回、神の名を示している。それは、ギリシア語写本の中
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で１１２例だけが神の名を含むヘブライ語聖書からの引用である。クリスチャン・
ギリシア語聖書にエホバの名が出現する大多数は、「ヘブライ語聖書からの引用と
参照なし」あるいは、「相互参照引用のみ」の区分に一覧に上げられよう。 

 ギリシア語聖書におけるエホバの言及の大半がヘブライ語聖書からの引用ではな
いと発見すると、大勢の人は驚くかもしれない。次に上げる新世界訳付録１ニの引
用によれば、２３７回にわたるエホバの記述は直接ヘブライ語聖書に依存するとす
る印象を読者に残すかもしれない。 

   

  神の名がギリシャ語 、あるいは によって書き換えられた箇所を知
るために、霊感を受けたクリスチャンの著者がどこでヘブライ語聖書の節や句、表
現を引用しているかを確定し、次いでヘブライ語本文そのものを調べて、そこに神
の名が出ているかどうかを確かめました。このようにしてわたしたちは、キュリオ
スやテオスという語がだれを表わしているか、それらにどんな人格的特性を付与す
べきかを確定しました。 

  翻訳者の立場を超えて聖書釈義の分野に立ち入ることがないよう、わたしたち
はクリスチャン・ギリシャ語聖書中の神のみ名の翻訳に際しては、背景となるヘブ
ライ語聖書をいつの場合も注意深く考慮しつつ、極めて慎重に作業を行ないまし
た。ヘブライ語訳の聖書を調べ、それらがわたしたちの訳し方と一致しているかど
うかについても確認しました。 

二番目の驚くべき発見 

  

 読者を驚かすであろう発見が、まだある。本来の原本からの資料が集められてか
ら４５年以上も経ている現在の有力な時点からすれば、テトラグラマトンを支持し
ている日付と本来のクリスチャン・ギリシア語聖書の書士がKyriosを用いたとする
証拠の日付の間には、明白な不一致がある。２３７回のエホバの記述のうち、２３
２回は、西暦４世紀ほどの現存するギリシア語写本でがKyriosの語を用いていると
『王国行間逐語訳』脚注に証明されている。『王国行間逐語訳』の序文からの情報
が『聖書全体は、神の霊感を受けたもので有益です』（１９８３年）と共に用いら
れるとき、これらの記述のうちの７例は、テトラグラマトンはよりもむしろ、が
Kyriosを用いているために西歴２００年のものと断言される。ほかのことばで言う
と、もし原作者がテトラグラマトンを用いたのなら、使徒のような著者が書いた時
から１００年から２００年以内にその痕跡は、すべて消失した。『王国行間逐語
訳』によって十分な根拠を与えられた７例（１９８５年版１５頁、Ｐ４６とＰ７
５）では、テトラグラマトンの根拠は、それが書かれたわずか１０２年の後に消失
したのである。今入手できる残りの数千の写本の中でギリシア語聖書の中に の
たったの一例さえも存在しないことを悟る。二番目に、現在、テトラグラマトンの
根拠が極めて後の時代のものであることが分かる。テトラグラマトンが存在する初
期のヘブライ語写本は１３８５年であり、かなり頻繁に引用されるものは１５９９
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年以降の物証である。 

 １９４７年－４９年の翻訳の中で用いられた一層重要な文書類に対する特定の日
付とその引用の頻度を注記することは、興味がある。テトラグラマトンを記録する
ために用いられたギリシア語聖書の初期のヘブライ語版は、１３８５年以降の日付
がある。それはＪ２であり、Ｊ脚注の中で１６回引用される（Ｊ２は、単なる版と
言うよりも、もっと重い意味がある証拠を第５章で見るだろう）。もっとも頻繁に
引用された版（Ｊ７）は、１８１回の参照例のある１５９９年以降の日付のあるエ
リアス・フッターの翻訳である。『王国行間逐語訳』の脚注で引用された本来の読
み方はkyriosであると示していている二つの初期のギリシア語写本は、４世紀以降
の日付である。それはバチカン写本１２０９とAlephシナイ写本である。これら二
つの文書は、『王国行間逐語訳』に２３２回参照を記されている。今日入手できる
文書類の根拠をもって、もし比較の根拠として日付だけを考えるなら、これら二つ
の写本が少なくとも西暦１０００年以上もＪ２とＪ７文書に先行する文書であるか
ら、本来のギリシア語聖書書士がkyrios（テトラグラマトンよりも）を用いた強力
な根拠を示している。 

 紙幅から見て、この章で完璧な研究は繰り返さない。付録Ｂで完全に再現されて
いる。 

 この研究を始める原因となった目的を忘れないように。目標は、４５年前に新世
界訳翻訳委員会がすぐには入手できそうもなかった本来のクリスチャン・ギリシア
語聖書におけるテトラグラマトンを支持している原本上の物証と歴史上の根拠の新
しい理解を評価することである。ここまでで、もっとも最近の情報（塔の文献から
全体的に調べられた）は、 を含む初期のヘブライ語の源泉とギリシア語の源泉
のための明確な文書にはならないことを発見した。翻訳委員会が引用した唯一の源
泉は、１３８５年以降の比較的新しい版である。一方、kyriosを支持しているギリ
シア語写本は非常に古い日付を持つことが文書で容易に証明される。 

この章のまとめ。 

 クリスチャン・ギリシア語聖書にテトラグラマトンがあるかどうかの研究は、現
在の聖書から由来するもっとも古く、もっとも信頼できる文書を評価しなければな
らない。４５年以上前、新世界訳の完成時点から入手可能となった文書資料と歴史
資料の進歩的な理解から見てあてはまる。次の点に関しては、『王国行間逐語訳』
は内容の充実した情報を上げている。 

１．新世界訳の中で神の名エホバを用いている箇所のために、読者をテトラグラマ
トンを用いて引用するＪ翻訳文献とkyriosを引用する古代ギリシア語写本の両方に
行く道を教えられる。 

２．序文の部分（『王国行間逐語訳』からの欄外の参照に用いられる印の説明）
は、脚注に引用された各文書の簡単な歴史と位置が書かれている。この情報は書か
れた日付も含んでいる。 
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３．ギリシア語聖書の中で神の名が用いられる新世界訳の中の２３７例の大部分
は、ヘブライ語聖書に由来するのではない。１１２例のみがヘブライ語聖書の由来
のわかる源泉である。残るエホバの例１２５箇所は、１３８５年以降のヘブライ語
聖書翻訳だけに頼っている。 

４．クリスチャン・ギリシア語聖書の中にテトラグラマトンを記録するために用い
られたギリシア語聖書の最も古いヘブライ語版は、１３８５年の日付である。それ
はエホバの脚注として１６回、引用される。もっとも頻繁に引用される版の日付
は、１５９９年であり、エホバの脚注参照として１８１回、引用される。 

５．現存するすべてのギリシア語聖書の写本は、すべてテトラグラマトンよりも
kyriosを用いる。エホバの脚注でもっとも頻繁に引用される古いギリシア語写本２
冊は、４世紀の日付である。その二冊のギリシア語写本は、バチカン写本１２０９
とAlephシリア写本である。これら二冊の写本だけで２３２回引用されている。
『王国行間逐語訳』自体、その脚注で実質上、 よりもKyriosを強く支持してい
る。 
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